
Ⅱ．調査概要 

 

本報告書では、以下の国際規格案について、情報収集及び調査・検討を行った。 

 

(1)  地震荷重 

(2)  構造物の信頼性原則 

(3)  非構造部材の地震作用 

(4)  火災安全工学 

(5)  建築物のエネルギー性能 

 
なお、調査・検討は、以下の手順で行った。 

1. 「地震荷重」、「構造物の信頼性原則」、「非構造部材の地震作用」、「火災

安全工学」及び「建築物のエネルギー性能」に関する ISO 規格（以下、「対象

ISO 規格」という。）に関する情報収集 
2. 収集した情報の整理・分析 
3. 委員会の設置及び対処方針案等の検討 
4. 対処方針案等のとりまとめ 
5. 今後、我が国にとって重要性が増すと考えられる建築・住宅に関連する ISO 規

格の情報を収集し、整理を行った。 
 
 
 
また、情報収集のため、以下の国際会議に出席をした。 
 
項目 会議名称 日時 場所 人数

(1) 地震荷重 ISO/TC98/SC3（荷重、

外力とその他の作用） 
2012 年 11 月 7 日 ポーランド 

ワルシャワ 
5 名 

(2) 構造物の信

頼性原則 

TC98/SC2/WG1（構造

物の信頼性に関する一

般原則） 

2012 年 11 月 5、6 日 ポーランド 
ワルシャワ 

4 名 

(3) 非構造部材

の地震作用 

TC98/SC3/WG11（非構

造部材への地震作用） 
2012 年 11 月 6 日 ポーランド 

ワルシャワ 
3 名 

(4) 火災安全工

学 

TC92/SC4（火災安全工

学） 
2012 年 10 月 21 日～26 日 日本 

札幌 
7 名 

(5) 建築物のエ

ネルギー性能 

TC163（建築環境にお

ける熱的性能とエネル

ギー使用） 

2012 年 9 月 3 日～7 日 フランス 
ラロシェル 

6 名 

TC205（建築環境設計） 2012 年 9 月 4 日～7 日 フランス 
ラロシェル 

9 名 
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Ⅲ．調査結果の概要 
 
(1) 地震荷重 
 
①今年度に開催された会議内容のまとめ 
地震荷重に関しては、日本が主体となって作成、1988年にISO3010が発行されている。その

後、2001年には、第2版が発行され、それから10年以上が経過している。そこで、他のISOと

の整合性や、動的な解析、免震、非線形の基本的な事が取り入れられているようなものとして

見直す必要があることから、日本から再度見直し提案をすることとなった。そのため、2012
年11月にポーランド・ワルシャワにおいて開催された地震荷重を扱うTC98/SC3（荷重、外力

とその他の作用）国際会議及びTC98（構造物の設計の基本）国際会議において検討、その結

果、改定作業に進むべく、NWI（新規作業項目提案）を提出することが決まった。 
 
②対処方針 

1988年発行の 初の規格から日本が提案し、終始リードしてきた分野であり、地震国である

日本としては、今後とも積極的に対応していく必要がある。 
 

 

(2) 構造物の信頼性原則 

 

①今年度に開催された会議内容のまとめ 
構造物の信頼性原則に関しては、1986年にISO2394が発行され、その後、1998年に改正を

行った。一方、EU（欧州連合）の規格策定団体CEN（欧州標準化委員会）において、構造物

の設計の基本となるEN1990:Eurocode - Basis of structural designを2002年に発行されてい

るが、ISO2394と類似の規格になっている。2010年に、他の規格との整合性や用語の問題から、

見直しが提案され、改定作業が始まった。 
2012年4月、2012年11月に国際会議が開催されたため、会議に参加、日本が不利にならない

よう積極的に意見交換を行った。 
 
②対処方針 
構造物の信頼性原則は、あらゆる種類の材料およびその組み合わせによる広範な建築物及び

土木構造物の使用と建設に関する設計のルールを明らかにするための共通の基本を定めてお

り、安全性指標によって、安全の確率を示すものとして欧米で実用化されてきていることから、

今後とも積極的に対応していく必要がある。 

 

 

(3) 非構造部材の地震作用 

 

①今年度の開催された会議内容のまとめ 

非構造部材の地震作用に関しては、2009年にアメリカが提案し、天井、外壁、内壁などの非

構造部材への地震作用についての規格化が始まった。地震国である日本は、天井の落下などの

問題も多いことから、積極的に関与することとした。 
また、2012年8月27日からDIS（Draft International Standard：照会原案）の投票が、2013

年1月27日締め切りで始まり、その間、投票中ではあるが、11月にワルシャワにおいて会議が

開催されたことから、会議に参加し、各国と意見交換を行った。 
 

②対処方針 

ドラフト作成段階から非常に積極的に関与したため、日本の提案は取り入れられたが、今後
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国際規格になるまでまだ投票があるので、今後とも積極的に関与していく。 
 

(4) 火災安全工学 

 

①今年度に開催された会議内容のまとめ 

 WG1 火災安全工学の原則及び性能の概念 
ISO23932（火災安全工学―一般原則）に関する定期見直しを検討。 

 WG6 設計火災シナリオと設計火源 
ISO/TS 16733（設計火災及び火災シナリオの選択方法）について、国際規格にすること

を保留。 
 WG7 火災安全工学に用いる計算手法の評価と検証 

火災安全工学に用いる計算手法の評価、検証及び確認に関して、パート 1:一般事項、パー

ト 2:火災ゾーンモデルの例題について、規格作成を行うこととなった。 
 WG9 火災安全工学に用いる計算手法 

TC92/SC3（人間及び環境への火災による脅威）との合同プロジェクト「火炎伝播計算に

おける毒性予測」について、以下の作業方針で規格作成を行うこととなった。 
1) 火炎伝播計算式の既存の情報を収集する 
2) 火炎伝播アルゴリズムの例題を作成する 
3) 毒性に関する計算方法を加える 
室内だけでなく外壁の火炎伝播についても作業項目に加える 

 SC2（火災の封じ込め）＆SC4 合同 WG 会議：構造挙動 
火災安全工学に使う鋼材のデータについて、SC2 と合同で作業を推進。 
・鋼材の変形は加熱条件に依存するので、鋼材の種類による熱的特性や機械的特性

（mechanical property）を整理しておく必要がある。 
・既存の試験データ一覧が必要。その際に定常試験なのか非定常試験なのかを明示する必

要がある。 
・今後、鋼構造、コンクリート造、木造の３つに関してデータを集約する。 
・SC2 と SC4 の作業項目を互いに理解するために情報を提供し合う。 

 WG10 火災リスク評価 
ISO 16732-1（火災リスク評価-パート 1:一般）, 16732-2（火災リスク評価-パート 2:事務

所ビルの例題）及び 16732-3（火災リスク評価-パート 3:産業施設の例題）について作業が

終了。今後、病院などの例題について規格化を進める予定。 
 WG11 人間の対応行動と避難 

・避難者実験のドキュメントを作る方針が打ち出された。 
 WG12 火災時の構造 

・TS 24679（火災時の構造性能）の適用例について検討を行うこととなった。 
 

②対処方針 

火災安全工学の分野は、日本では、避難安全検証法として、2000年の建築基準法改正以降普

及しているが、ISOでは、2009年に一般原則として、ISO23932が規格になっており、今般見

直しの方向になったため、積極的に関与していく。 
また、従来の試験法のデータ活用のみではなく、計算やコンピュータシュミレーションによ

る評価や検証に関しても規格化が行われているため、積極的に関与していく。 
さらに、日本は、WG1（一般原則とコンセプト）及びWG9（火災安全工学のための計算法

に関する規格化）のコンビーナ（主査）として活動しており、これら活動を積極的に支援して

いく。 
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(5) 建築物のエネルギー性能 

 

①今年度に開催された会議内容のまとめ 
TC163 と TC205 のジョイントワーキンググルーTC163/WG4（包括的手法による建物のエ

ネルギー効率）では、以下の規格化を進めている。 
・ISO/FDIS※1 12655（建物の実際のエネルギー使用の報告方法） 
・ISO/DIS※2 16343（建物のエネルギー効率の表示並びにエネルギー証明の仕方） 
・ISO/TR※3 16344（包括エネルギー効率の格付け並びに証明のための共通用語、定義並びに

記号） 
・ISO/FDIS※1 16346（包括的エネルギー効率の評価方法） 
さらにTC205/WG9においては、ヒートポンプを用いた設計やエネルギー計算等についての

規格については、日本が得意とする冷房分野についても配慮するよう提案をおこなった。 
また、日本提案のISO/FDIS13153（戸建並びに小規模商業ビルの省エネのための設計手順

の枠組み）は、投票した結果、各国の同意が得られ、国際規格になった。日本からは、2012
年9月の国際会議において、以下２つの新しい提案を行い、規格作成が始まることとなった。 

・Schedules and conditions of built environment zones and room usage for energy 
calculation 
・Commissioning 

 なお、「改修計画、産業分野の計画並びに地域における省エネ決定のための一般的技術ルー

ル」に関する TC257 が新設されたため、リエゾンを図ることとなった。 
※１ FDIS（Final Draft International Standard）  
※２ 終国際規格案DIS（Draft International Standard）照会原案 
※３ TR（Techincal Report）技術報告書 

 
②対処方針案等 
日本から NWIP（新規業務項目提案）として”Schedules and conditions of built environment 

zones and room usage for energy calculation”を提案、概要は建物のエネルギー計算をする際

の各種前提条件（部屋の使用条件、気象データ等）を規定する規格である。日本において、平

成 24 年 12 月に公布された低炭素建築物の認定基準では、住宅・建築物ともに外皮性能と一次

エネルギー消費量を指標として、建物全体の省エネルギー性能を評価することになっており、

この一次エネルギー消費量算定のための前提条件を ISO においても規格化しようというもの

であり、積極的に対応していく必要がある。 
また、日本から設備システムに関して、竣工以降における調整を前提に、初期設計と竣工後・

運用期間の調整計画を含めたライフサイクルでの設備システムの高機能実現のための業務や

手順の規格化を目指す提案を行い、TC205/WG10 コミッショニングとして、新 WG が設立さ

れたことから、これについても積極的に対応していく必要がある。 
さらに、従前暖房のみを取り扱った規格がほとんどだったが、ヒートポンプなど冷房も考慮

した規格についても積極的に対応していく必要がある。 
規格そのものへの対応ではないが、TC163 と TC205 の作業項目に注視し、日本が不利益を

こうむらないよう対応していく必要がある。 
加えて、新TC257（改修計画、産業分野の計画並びに地域における省エネ決定のための一般

的技術ルール）との協力も図っていく必要がある。 
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(6) 今後、我が国にとって重要性が増すと考えられる建築・住宅に関連するISO規格等の

情報 

 

EU（欧州連合）では、欧州統一以降、建設製品の流通をスムーズにするために、CPD（建設製

品指令）が出され、EUの規格作成が加速した。その結果、ウィーン協定※によって、CEN（欧州

標準化委員会）で作成された規格がISOに出され、平行投票の後、ISOになるものが数多く見受

けられるようになってきた。今回、CENの動きを調査し、ISOに影響を与える可能性がある、省

エネルギー・環境分野と構造設計の分野について情報を入手した。 

 

※ISO（国際標準化機構）とCEN（欧州標準化委員会）の間で1991年5月17日に結ばれた、規格

開発における相互の技術協力に関する協定。共同で規格を検討することを定め、CENによるDIS

（国際規格原案）の作成を認めた。 

 

 

① 省エネ・環境分野 

省エネ・環境分野の規格開発の前提に、EUでのヨーロッパの環境に関する動向が影響している

と考えられるため、EUでの規格開発状況を情報収集した。特にEPBD（建築物のエネルギー使用

に関する指令）の影響から、省エネルギーに関する規格作成が活発化しているとの感触を得た。 

 

② 構造設計分野 

ISOでは、構造設計に関して、全体を包含した規格体系にはなっていないが、EUでCEN（欧州標

準化委員会）では、TC250（Structural Eurocodes）において、基本的な荷重などの規格から、

構造種別まで数多くの規格を作成していることから、これらの内容を情報収集した。 
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	ISO-TC92-SC4_N0750_Minutes_and_resolutions_-_Sapporo_meeting.pdf
	1 Opening of the meeting 09:00
	Apologies were received from SC 4 Chairman Noureddine BENICHOU (Canada) who could not attend the Sapporo meetings due to other commitments at his employment organization.
	J. HALL was asked to convene TG1 and to chair SC4 plenary. This was very much appreciated by N. BENICHOU and B. SMERECKI.
	J. HALL also attended the TPMG meeting and the ISO/TC 92 plenary meeting in order to report on behalf of SC 4.
	A memory stick containing relevant documents for the meeting was circulated to the attendees.

	2 Roll call of Delegates
	3 Adoption of the agenda
	4 Appointment of the drafting committee
	5 Approval of the minutes of the last meeting
	6 Follow-up of the SC4 Thessaloniki meeting on matters not arising in the agenda
	None.

	7 Report of the secretariat
	- At the last ISO Technical Management Board meeting held on 15th and 16th February 2012, it was decided that for the DIS stage (Enquiry draft) the time allocated for national translations shall be set at two months and the formal voting period shall ...
	The approval stage (FDIS stage - Final draft international standard – 2 months) shall be optional for all approved DIS (not only 100% approved, as before) with the following procedure:
	- Resolution taken by correspondence by Committee/Subcommittee needed (with a maximum 1 month consultation period).
	- Approval of the resolution requires a 2/3rds majority of the voting P-Members.
	Furthermore, a resolution was adopted by ISO/TMB on 17th and 18th September 2012 in San Diego recognizing the need to make the ISO standards development process more efficient and cost effective.
	ISO/TMB decided to promote the optional implementation of the Committee Draft (CD) stage, and that the decision to use the CD stage should remain with the Committee.
	- The secretariat indicated the progress of the following documents:
	- ISO/TR 16732-2 "Fire risk assessment – Part 2: Example of an office building"  was published on 15th September 2012
	- ISO/TR 16732-3 "Fire risk assessment – Part 3: Example of an industrial property" is under publication (Proofing stage)
	- ISO 16737 "Requirements governing algebraic equations – Vent flows" is under publication (Proofing stage)
	- ISO/TR 16730-2 to 5 "Fire zone model – CFD model – Structural model – Egress model" are ready for publication
	- ISO/NP 16730-1 "Assessment, verification and validation of calculation methods – Part 1: General" was submitted to balloting. The results are the followings:
	- To agree to the addition of the proposed new work item to the work program of the Committee
	16 Yes
	0 No
	6 Abstention/no interest
	- To participate actively in the development of the project
	9 Yes (Canada, France, Germany, Hungary, Japan, New Zealand, Norway, Sweden and United-kingdom)
	13 No
	- B. SMERECKI indicated that Geneva gave the following reference for the Preliminary Work item proposed by WG 9  in Thessaloniki:
	- PWI 18318 “Flame spread algorithms” with Dr. KIM Woon-Hyung as Project Leader
	- B. SMERECKI was informed by ISO/CS (Geneva) that the following projects have a warning status:
	- ISO/NP 29761 "Selection of design occupant behavioural scenarios" (WG11)
	- ISO/DTS 13447 "Guidance for the use of fire zone models" (WG7)

	8 Activity report of Task Group 1
	He focussed on general topics, not directly linked with the WGs activities.
	At the TG 1 meeting, ISO members were asked to update their lists of experts for the SC 4 Working groups. B. SMERECKI explained how to use the Livelink.
	The SC 4 Convenors indicated that the use of the Livelink is too complicated and inflexible; it is set up to permit new documents to be loaded as they are created and cannot be easily used
	- (a) to load older WG documents that were not loaded when created but are of interest to new WG members;
	- (b) to load new editions of documents in a way that the numbering makes clear their relationship to previous editions; or
	- (c) to load multiple new documents in a way that the Livelink assigned numbers will follow the lead of the numbering already assigned by the WG.

	9 Activity report of Working Groups
	9.1 WG 1 “General Principles and performance concepts ”
	9.2 WG6 “Design fire scenarios and design fires”
	9.3 WG7 "Assessment, verification and validation of calculation methods for FSE”
	9.4 WG9 “Calculation methods for FSE”
	9.5 WG10 “Fire risk assessment”
	- J. HALL informed the attendees that ISO 16732-1 "Fire risk assessment – Part 1: General" was published on 15th February 2012.
	Part 3 "Fire safety engineering – Fire risk assessment – Part 3: Example of an industrial property" was in final proofing before publication.
	- In Thessaloniki, two examples were deleted due to a lack of progress.
	Two other examples for WG 10 on warehouse and covered stadium are linked to the good progress of the WG 6 activities and are declared as dormant.
	- Regarding the future of WG 10, WG 10 thought that any rethinking or changing regarding the organisation of work in SC 4 should be led by N. BENICHOU as the new Chairman of the sub-committee.
	- Because WG 10 has no active work item, it will likely not meet in Moscow.
	J. HALL will retire from NFPA around the time of the spring SC 4 meeting of 2014.

	9.6 WG11 “Behaviour and movement of people”
	9.7 WG12 "Structures in fire"

	10 Liaison reports
	10.2.3 Liaison report with IMO
	CIB W14 will meet in Russia in April 2013.

	11 Any other business
	12 Date and location of the next meetings
	13 Approval of the resolutions
	As proposed by WG 6 in document SC4 N739,
	As proposed by WG 7 in document SC4 N740,
	As proposed by TG 1 in document SC4 N737,
	As proposed by WG 12 in document SC4 N744,
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